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I 概観

1 言語的背景

メキシコは，北はアメリカ合衆国，南はグアテマラ共和国に接する中央アメリカの国で，人

口はおよそ 3.5∞万人である。そのうち，約90%はスペイン語を母語とし，広り 10%.すなわ

ち350万人の人々はインディアン語を母語としている。現在，メキシコ国内lとは約50のインデ

イアン語が話されており，その中でも Nahuatl，Yucatec， Otorrrl， Zapotec， Mixtec， Totonac の6

つの言語はそれぞれ10万以上の話者を有し，その合計はインディアン語話者の総数の約半分を

占めている。そして，インディアン語話者のおよそ半数は，時lζインディアン語を 2つ併用す

る者もあるが，多くの場合，母語とスペイン語との 2言語併用者である。また，多くのインデ

ィアン語が初学年の教授言語として用いられ，それによる入門用教科書も発行されている。

一方.外国語は中等学校で導入され，英語が最も多く教えられ，フランス語が乙れに次いで

いる。私立学校ではフランス語，英語を教授言語としていると乙ろもある。また，宗教関係で

ローマン・カトリック教会におけるラテン語の使用が挙げられる(@:315 )。

2 教育的背景

メキシコの教育制度は. 1917年に初等教育が全児童の権利として与えられたが，教育条件の

整備は第 2次世界大戦後に持ち越され LOpezMateos大統領の時代(1958 -19臼 )1とメキシ

コ文部省 (Secretariade EducaciふPUblica)の一連の施策，すなわち，大量の学校建設，共通カ

リキュラムによる初等学校の全児童への教科書無償配布，安価朝食プログラムにより初等教育

制度が整えられた。次いで DiazOrdaz大統領の時代(1964ー1970)には中等教育(第 7学

年~第12学年〉の拡充が計られ，就学率も22%から幻%に伸びている。 1973年lとは連邦教育法

( Ley Federal de EducaciOn )が制定され，教育は知的，社会的，娯楽的 (recreationa1)発達lζ

等しく重きをおき，総合的 (integra1)でなければならないと定められた。そして，乙の教育法

の下lと，初等・中等学校の教科書は文部省著作のもの，検定のものともに内容の書き換えが進

められ，教師の再研修も全国的lζ行われている (@:3-5)。

つぎに，学校制度の方は

~ Preparatoria→ Universidad 
Pre-es∞lar→ Primaria→ Secundaria之

-vocaciona1→ Tecnologico 

GRADES 1-6 7-9 10・12 13-16/17 

となっており，カリキュラムは螺旋的iζ編成されている。すなわち，学習内容は，学年が進む

にしたがって，繰り返し指導し，それを拡充，深化するという方法をとる。初等教育では社会

科学，自然科学，数学，スペイン語という主要分野に体育，芸術が加わり，中等教育でも主要

4分野は継続し，その外，特別教科領域lζ重点がおかれるようになる。外国語もそのひとつで，

大学に進むための予備学校 (escuelapreparato"止のではさらに第2外国語が導入される。一方，

高等教育レベルでは，専門分野を深く考察する乙とに重きがおかれている (@:8-9)。
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H 教育内容・方法

1 英語の位置

メキシコはアメリカ合衆国に隣接しているにも拘らず，英語学習は，歴史的に見ると，他の

固と比べ，さほど目立つものも見られない。英語学習が必要と感じられ出したのは今世紀第 l

四半世紀のとろで，石油，金，銀，農産物などの豊富な天然資源lζより，イギリス，アメリカ

との聞に商業，外交上の関係、が確立された時である。第一次世界大戦後はアメリカの工業発展

lとより，両国間の貿易も増大し，社会・経済的，文化的関係の上lζ英語が益々必要なものとな

ってきた。そして，英語は，教育課程の上でも，それまで首位を占めてきたフランス語にとっ

て代わったが，その理由についての公的な説明はなされていない。今日では.英語は重斐で必

要であるというばかりでなく，ある社会・経済的グループの人々には不可欠なものとなってい

るが，学校教育の場においては，生徒にさまざまな学習経験の機会を与えるという意味から，

英語をー教科として学習させる乙との妥当性が認められている。ただ，現実的には，中等学校

における外国語教育の成果は満足できるというには程遠く，英語のコミュニケーション・スキ

ルlと欠ける者が殆どという状態である(@: 39-40)。

学校教育の方では，中等学校で外国語が導入されるととは既に述べたが，その状況を具体的

に見てみよう。前期中等教育では，外国語は英語かフランス語を学習し，後期中等教育では，

例えば国立予備学校(E. N. P.)の場合，最初の l年はそれを続けて学習し， 2. 3年ではそれ

を継続する乙ともできるし，あるいは英語，フランス語， ドイツ語，イタリア語の 4か国語の

中からひとつを選んで新しく学ぶこともできるようになっている。ただ，現状としては，英語

をとる者が大多数を占め，その数は88必にのぼっている(⑮:53-54)。

2 教育課程

メキシコの中等教育は中央集権化されており，カリキュラムは文部省が決定する。各学校で

は特別教科 (additionalsu句ects)を課する乙ともできるが，少なくとも文部省認定のカリ宇ュラ

ムlと従った教科を指導しておくことが求められる(@: 18)。中等学校カリキュラムIC規定さ

れている教科は，スペイン語およびスペイン語文学，数学，自然科学，社会科学，外国語(英

語もしくはフランス語)，体育，音楽，工作であるが，成人向け中等学校ではあとの 3つは課

されなL、。

前期中等教育では英語かフランス語のいずれかが 3年間教えられるが，殆どの場合英語がと

られ，例えば， 1976年の時点で，メキシコ・シティーにある 201の連邦立中等学校のうち，フ

ランス語を教えているのは22校で，民りは英語を教えている(@:20)。乙れは地方lζ行くほ

ど，英語をとる率が高くなる。またか国語しか教えないのは，スペース，設備，教員補充

の問題を回避するためであるとも言われている。

つぎに，外国語教育の目的・目標を見てみると，まず，メキシコ文部省が UNESCOIと回答

したと乙ろでは「外国語教育の目的は，その言語を理解したり，音声や文字を用いて発表した

りするのに必要最低限度の知識を与えるだけにとどまらず，生徒が高等教育lζ進学して，英語

やフランス語の高度の研究ができるような基礎を養うととである。Jとなっている (@:33;@

:77より引用)。とれは，基本的lとは， 1973年の連邦教育法制定後も受け継がれたようで，前

述の国立予備学校の現代外国語科が設定した

a) to expand the students' cultural ho白 on;

b) to help the student泊 hisprofessional studies by preparing him to use reference books 

written in a foreign Ianguage; and 
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c) to enable the student to acquire some ora1 and wirtten communication abi1ity. 

という目標(@:日)からもそれがうかがえる。

授業は，各学年を 1コースとして編成され， 50分授業が週3時間行われる。ただし，乙の時

間数は，特別活動が多いために，現実にはかなり少なくなるというととである(@:20)。

3 教科書・教材など

メキシコでは能力の低い教師，あるいは自分の能力に自信のもてない教師が多いために，教

科書の存在が過大視される傾向にある。そのために，教科書を遂語訳するととが多く，生徒を

退屈にしているという。

中等学校の教科書は全教科とも検定委員会の検定を受けねばならず，公立，私立とも検定教

科書を用いている。かっ，乙の教科書はメキシコ国内で印刷されたものに限られ，毎学年度の

初めに文部省から示されたリストによって選定するとととなっている。現在，英語の教科書は，

前期中等学校第 1学年用は15種類，第 2，3学年用には10種類が検定を受けている。しかし，

それらの教科書も実際に教師が必要としている助けとなるものは殆どない，という状態である

(@:22)。

4 教授法

前期中等学校レベルにおける教授法は， 1973年までは文法・訳読式lζ基づき学年あたり

年間 100時間が充てられていた。しかし，現実には平均して年間60時間ぐらいしか授業は行わ

れず，教材が糊じしきれない槻Eであった。そ乙で， 1973年に，構造，口頭技能有Jむのシラパヌが組ま

れ，それまでの授業時間より少ない時間で指導する方法が実験的にとられ花。そして， 1975年

の教育改革では全教科のシラパスが改訂され，現在はそれに拠っている。英語のシラパスも，

内容，教材消化lと要する時間という点で現実的なものとなり，言語を場面，文脈の中で教える

という指導法がとられている。因1[， audio.lingua1 methodの影響は決して大きくないという

乙とである。そして.指導は螺旋的lζ行われ，究極目標をコミュニケーション技能におき，中

間目標が4技能lζ分けて具体的に示されている。シラパス全体は，他教科と同様，行動目標に

よって組織され，それをさらに小さなユニット iと分けて構成されている。乙のようなシラパス

の改訂により，生徒の授業への積極的参加が促進され，動機づけの面でも成果が現われている

という(@:21ー22)。

一方，後期中等学校の場合を国立予備学校 (E.N.P.)を例lζ見てみると，やはり，文法・訳

読式教授法から始まる。すなわち， 1867年の開校時から今世紀初頭まで文法・訳読式が続き，

その間，改革らしきものといえば，文法・翻訳中心だったと乙ろに， 1飽5年，読解，作文が加

えられた程度で，本質的な改革とは言えない。それが，メキシコ革命から第2次世界大戦のと

ろにかけてはL.B100mfieldの影響をうけ，習慣形成理論が教授法の基礎を与えるとととな

る。やがて，それは1950年代から 1960年代にかけて audio.visua1method .I[取って代わられる乙

とになるが，乙れもまた，その機械的な面が批判を受けて，近年では折衷式教授法lζ落ち着い

ている。そして，口頭技能，生徒の積極的な活動が重視され，視聴覚機器の活用とともに，ロ

ール・プレイイングやす劇の利用も試みられている(@:54-56)。

ただ，最近では，高等教育レベルlζ進むにつれて， '4技能を伸ばすととよりも，読解技能，

およびそのストラテジーの指導に力点が移される傾向lとあるという。とれは，英語で書かれた

教科書，参考書を読み，多くの参考図書が英語で書かれている専門分野で研究を行う学生.研

究者，教育者の要求i乙応えようというもので.後期中ー等学校レベルでも，特に工学，科学分野

においてカリュラム作成者の関心事となりつつある C@:51)。
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5 教員養成

現在，メキシコでは教員需要の方が多いため，英語教師としての正式な訓練を受けた者は全

体の40%に満たなL、。例えば.メキシコ・シティーの連邦立前期中等学校で教えている約1.5∞
人の英語教師のうち，高等師範学校の卒業生は39%. メキシコ国内の大学卒業者は 2%.外国

の大学卒業者は 1%未満である(@: 21 )。との教員資質の問題については，有資格教師のtll

当時聞を多くするという方策がとられている。

教員養成は，現在，高等師範学校および大学で行われている。まず，高等師範学校 (escuelas

normales superiores)は師範学校(第10学年~第13学年)の上に立つもので，中等学校教員，師

範学校教員の養成を目的としている。現在，メキシコ国内lζは30余りの高等師範学校があるが，

それらは全て連邦政府直轄の EscuelaNormal Superior (略称 ENS)Iζ準じている。 ENS は

194鮮に設立され Maestroen Inglesを英語教師に与えるコースが開設されている。(註一一

大浮は乙のmaestroを“'master"ではなく， “teacher"ぐらいの意味に解している。) ENSの

カリキュラムは全教科にわたって. 1945年. 1959年lζ改訂され，英語の場合は 1976年に一部変

更が加えられて現在lζ至っている。そ乙で，学生は70~ぢを英語の習得lζ充て，民り 30~ちはスペ

イン語によって教育学を学ぶのにあてている。具体的な内容は

four courses of English as a foreign 1anguage， starting from a 10w-intermediate 1eve1; 

an introductory course of English phonology， two of conversational practice， and one of English 

phonetics; 

three courses of English literature. and one of English and American cu1tural history; 

two courses of methodology in re1ation to the teaching of EngIish as a foreign 1anguage， both 

of which require systematic teaching practice. 

となっている。また. ENSで学位をとるには 4年聞にわたる通常コースと，夏休みに 6週間

ずつを 6夏かけてとる集中コースとがあるが，前者はメキシコ・シティー在住者を，後者は地

方在住者または現職教員を対象としている(@: 214 -218 )。

一方，大学での教員養成は歴史が浅く，その数も少ない。また，師範学校系の教員養成の方

が人気があるという。大学での教員養成は免許状 (certificate)コース，学士コース，修士コー

スと分かれ，次のような授業が開請されている(@:2訂ーお2)。

A. Academic Specialization 

1. Unguistics 

a. General / Theoretical Linguistics 

b. Psycho1inguistics 

c. Socio1inguistics 

d. Applied Linguistics 

e. Contrastive (Spanish / English) Linguistics 

2. Culture and Society (Uterature， History， etc.) 

B. Pedagogy 

1. Professional Education (Learning Theory， Curricu1um Deve10pment， etc.) 

2. Second Language Pedagogy (Methods， Approaches， Objectives， etc.) 

3. Second Language Assessment (Evaluation and Testing) 

4. Language Teaching Practice 

5. Language Deve10pment (English or other 1anguage) 

nu 
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また，現職教員の再教育は前記 ENSと，文部省の下部機関である MejoramientoProfesional 

で行われている。

E 考察

アメリカ合衆同lと隣接しながら，メキシコの英語教育はあまり効果があがらないという。その

中で，教授法の改警が試みられ，学習者の授業への積極的参加によりその動機づけが高められ，

drop-outs の割合いも減少しつつあるというととから今後の成果が期待されよう。週 3時間で何

ができるかと模索の状態にあるわが国の英語教育1[，同じく週3時間の授業を行っているメキシ

コの英語教育から何らかの示唆を求める乙ともできょう。ただ，その成果が国際的に検証されね

ばならないが。また， MEXTESOL による英語教育学的研究も期待される。
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